
浮 き 城 の 径浮 き 城 の 径
う しろ みちう しろ みち

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　浮
う

き城
しろ

の径
みち

は、市
し

役
やくしょ

所と埼
さいたまけん

玉県地
ちほ う

方庁
ちょうしゃ

舎の間
あいだ

の敷
しき

地
ち

を

利
り

用
よう

して、平
へいせい

成 6年
ねん

3 月
がつ

にできた遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

なんだ。日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

を連
れんそう

想させる池
いけ

や小
おが わ

川、あずまやなどがあり、その周
まわ

りにはサザンカやスイセン、クマザサなどの植
しょくぶつ

物が植
しょく

栽
さい

されているよ。

　今
いま

では、市
し

民
みん

の皆
みな

さんのやすらぎの場
ば

として、とて

も親
した

しまれているんだ。小
お

川
がわ

のせせらぎを聞
き

きながら、

石
いしだたみ

畳の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

いて、リフレッシュしてみませんか。
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　11月11日、市役所周辺で開催された第33回行田商工祭・忍城時代ま
つり。忍城東門前の橋では、火縄銃の演武が行われました。
　映画「のぼうの城」で実際に使われた迫力満点の銃声に、訪れた誰もが
圧倒されていました。

　

江
戸
時
代
、
忍
城
に
通
じ
る
幹
線
道
路
は
、
館
林

か
ら
行
田
を
通
り
、
鴻
巣
へ
と
至
る
日
光
館
林
道
で

し
た
。
街
道
は
館
林
か
ら
利
根
川
を
渡
っ
て
、
羽
生

市
川
俣
の
関
所
か
ら
忍
藩
領
に
入
り
、
現
在
の
主
要

地
方
道
佐
野
行
田
線
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
南
下
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
野
広
小
路
か
ら
現
在
の

桜
町
の
商
店
街
を
抜
け
、
小
沼
橋
を
渡
り
長
野
口
か

ら
忍
城
下
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

 

当
時
の
長
野
口
は
、
小
沼
橋
を
渡
っ
た
所
が
小

島
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
南
側
に
も
う
ひ
と

つ
橋
を
渡
っ
た
所
に
長
野
口
門
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
忍
川
の
小
沼
橋
脇
に
は
船
着
場
が
あ
り
、

見
沼
代
用
水
を
経
て
江
戸
へ
と
向
か
う
舟し

ゅ
う
う
ん運
の
起

点
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
城
下
町
の
入
り

口
で
、
街
道
と
船
着

場
に
つ
な
が
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
長
野

口
は
人
の
往
来
が
多

く
、
幕
末
に
は
番
所

や
高こ

う
さ
つ
ば

札
場
が
設
け
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、「
忍
城
戦
記
」

「
成
田
記
」
な
ど
に

は
、
石
田
三
成
率
い

る
豊
臣
軍
が
忍
城
を

攻
め
た
と
き
、
こ
の

長
野
口
で
戦
が
繰
り

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
1

　東
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

9

225

広
げ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ

れ
ら
の
書
物
は
後
世
に
記
さ
れ
た
軍
記
物
で
あ
り
、

史
実
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
古
く
か
ら
長

野
口
が
忍
城
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

 

長
野
口
門
か
ら
城
下
に
入
っ
た
下
町
は
、
愛あ

た
ご宕
神

社
と
今
は
な
い
長
徳
寺
の
門
前
町
で
し
た
。
桑
名
か

ら
忍
に
移
っ
た
松ま

つ
だ
い
ら
た
だ
た
か

平
忠
堯
が
、忍
城
初
入
場
の
際
に
、

長
徳
寺
・
愛
宕
神
社
の
境
内
で
行
列
を
整
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
行
列
は
、
現
在
の
国
道

1
2
5
号
と
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
本
陣
の
あ
っ

た
本
町
を
通
り
、
現
在
の
武
蔵
野
銀
行
の
前
で
新
町

通
り
へ
と
曲
が
る
日
光
館
林
道
と
別
れ
て
直
進
し
、

商
工
セ
ン
タ
ー
の
東
側
を
南
下
し
て
い
た

忍
城
の
外
堀
に
突
き
当
た
る
と
南
に
折
れ

て
新
店
通
り
に
入
り
、
枡ま

す

形
城
門
か
ら
城

内
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

城
内
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
手
門
を
抜

け
て
武
家
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
内
行
田
の

通
り
に
出
て
南
に
下
り
、
現
在
の
ド
ラ
ッ

グ
セ
イ
ム
ス
行
田
中
央
店
の
所
を
西
に
曲

が
っ
て
、
沼
橋
門
か
ら
御
三
階
櫓
へ
と
向

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
、
現
在
の

行
田
市
民
プ
ー
ル
付
近
に
あ
っ
た
沼
橋
門

へ
と
続
く
江
戸
時
代
の
道
路
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

 
 
 

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

沼橋門へと続く江戸時代の道路跡


